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TOBE continuedTOBE continued

地域おこし協力隊通信No.9

広告 広告

12月は全日曜日、12/31（火）も居酒屋営業
12月のランチ営業　12/27（金）まで

ご予算に合わせたお料理お任せコース
4名以上（3日前まで）で承っております。
ご予約はお早めにお願い致します。

ご予約電話：089-961-1765
詳しくはコチラまで⇒
※お酒は二十歳をすぎてから

居酒屋げんの忘年会  承り中

こんにちは！砥部町地域おこし協力隊の佐
さえきやすはる
伯靖治です。

以前からお伝えしていますが、僕の主な業務は空き家バンクを充実さ
せて、空き家の利活用をすることです。地域おこし協力隊として砥部町
に来てからは、地元の人や役場の職員でも知らないような道路に分け入っ
て空き家を探したり、人づてに紹介してもらったりして空き家バンクの
物件登録数を増やしてきました。

ただ空き家を見つけるだけでは利活用に繋がらないので、所有者の方とコンタクトを
取る手段を模索する中で、まず手始めに空き家のポストへ案内文を投函してみましたが、
なかなか思うような成果は得られませんでした。そこで次に、所有者の方宛にアンケー
トや案内文の送付を実施しました。初期の頃には、何軒か空き家でないお宅にも送付し
てしまいお叱りを受けましたが、上下水道課に協力してもらって水道の使用料や閉栓の
状況で空き家となっていることの確認をするようになってからは精度も上がり反響も徐々に増えてきました。

今年度、空き家バンクの新規登録 15 件を目標にしており、10 月上旬の時点で 6 件登録しました。しかし、
「とにかくたくさん登録する」という勢いで試行錯誤しながら動いてきたつもりでしたが、全国的に問題となって
いる空き家対策は思った以上に難しく、砥部町も例外ではなく、そう簡単にはいかないなと痛感しています。

来年の 6 月には、地域おこし協力隊着任３年目で最終年度に入ります。
来年度から退任後の生業と定住のために、これまでに自分が見つけた
空き家を利活用した事業を計画中です。来月号からはその事業の詳細
について少しずつお伝えできればと思っております。

あなたからの空き家の相談も随時受け付けておりますので、お気軽
にお問い合わせください。

砥部町公式ＬＩＮＥ友だち募集中
砥部町の情報だけでなく周辺地域のイベントなども配信
しています。もちろん防災情報もLINEでお知らせします。
ぜひ、砥部町公式 LINE をご登録ください。

● ＩＤで検索　@tobe
● 二次元コードを読み取る

友だち追加方法

登録前に家屋の現況を把握する

空き家の確認の様子


